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�����私が町長に就任してか

ら助役として力を尽くしていただ

いたお二方は、仕事として、住民と

して当別に関わって来られました。

　現在、北海道庁に戻られてから

も、当別町とは深く関わりがある

と思いますが、北海道という立場

から当別町を見て気がついたこと

などをお聞かせください。

����当別はまちとしての価値

がとても高いように感じます。

　札幌市に隣接し、北海道医療大

学があり多くの学生が居住してい

ること、JRが通っていることや、ス

ウェーデンヒルズという特色のあ

る町並み、道民の森といった施設

があり、最近マスコミでも多く取

り上げられている移住促進事業な

どにも活発に取り組み、好印象を

与えているまちだと思います。

　このようなことは住んでいると

きは当然だと思っており、特別な

ことと認識していませんでしたが、

いざ当別を離れて振り返って見る

と良い印象が強いですね。

　道内の市町村には、資源が乏し

く、人口減少、過疎化に歯止めをか

けられずに悩みつづけているまち

が沢山ありますが、当別は、もっと

発展する可能性を沢山秘めている

と思います。

�����私もそのように考えて

います。当別は道央圏において道

路交通の要衝であり、国道275号と

337号が完全に整備されれば、ここ

の交差地区は人や物の流れの拠点

となる可能性があると思います。　

　国道沿線では地元の農産物の直

売所などで札幌市民などをター

ゲットに民間の力でいろいろなこ

とが出来るのではないでしょうか。

�����谷本さんの在任中には、

市町村合併の検討、協議の中で、行

政サービスのあり方や事務事業の

見直しなど、合併には至らなかっ

たものの良い経験になりました。

また、佐々木さんの在任中には住

民と行政の協働による簡素で効果

的、効率的な行政サービスの再構

築を目的に行財政システム再構築

プランを策定しました。

　このプランに基づいて、住民参

加の推進、事務事業の見直し、行政

組織の見直し、財政基盤の強化に

取り組んでいます。重点施策のひ

とつであるコミュニティバスの試

験運行が順調に進み、現在本格運

行に向けた作業を行なっています。

しかし、事業の休廃止、削減といっ

たことを検討して行かなければな

らない厳しい状況が続いています。

�����当別は地理的条件に恵

まれ、札幌や江別と隣接している

ので、教育、医療といった都市機能
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　昭和12年6月17日生
　当別町長　
　平成13年8月から、
　現在2期目に至る。
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や都市型施設を町として整備する

必要性が低い。このような部分で

は町の負担は少ないですから、そ

の分を札幌などと差別化する施策

に回すことができると思います。
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����今は、戦後のすぐに作られ

たいろいろなシステムの土台が崩れ

てきている時代ですが、未だに、困っ

た時には国や道で資金を出して何と

かしてくれるといった意識だけが

残っているように感じます。

　行政がどこまでやるべきか、住

民が何をするべきかといった区分

を明確に定めたものはありません

が、今後は住民と行政との役割分

担のあり方が大切になって来ると

思います。

�����私も同感です。現在、

国、地方が深刻な財政危機に陥っ

ています。これを乗り切るために

は国と地方の役割分担を明確にし

て、特に市町村は行財政基盤の確

立、足腰の強い組織体制づくりが

求められます。その意味では、市

町村合併は行財政改革の有効な手

段の一つであると考えますが、現

実に合併した場合、その自治体が

基礎自治体としてやっていけるか、

そこの住民が合併して本当に良

かったと満足できるのか、疑問と

感ずる部分はたくさんあります。

�����合併したとしてもすぐ

に目に見える効果は現れないと思

います。自治体の財政としては5年

後、10年後にならないと効果は出

てきませんが、全部が全部上手く

行くことになるとは考えていませ

ん。

�����現在、当別町は行財政

システム再構築プランに基づいて

自立できる町を目指していますが、

今、谷本さんが携わっている道州

制はどのように進んでいくので

しょうか。

����道州制は、地方分権改革

の究極の姿と考えています。仕事

と財源をセットで市町村、道州、国

とで分け、それぞれがお互いの関

与を無くし、完全に責任をもって

行なうという考え方であり、住民

に身近な事務を担う市町村の役割

は大きくなる。大改革であり、ま

だまだ多くの検討が必要であるが、

地方分権を進めようとする大きな

流れは変わらないと思います。

�����これからの当別に求め

られること、地方自治体の全体像

はどのようになると思いますか。

�����自治体のIT化、オンライ

ン化は更に加速して行くと思いま

す。取り組み方次第で、各自治体

間の事業や経費の効率化では差が

生じてくると思います。他の市町

村で行なっていることの情報収集

が大切になると思います。

　また、自治体としての特徴を出

す動きも活発化すると思います。

当別は札幌に近いですが、札幌と

同じことをしていてはいけないと

思いますね。当別が札幌と同じこ

とをするのなら札幌に住めば良い

と考えてしまう。当別の潜在能力

を活かした地域づくりをする必要

があると思います。

�����当別では、住民の子育

てサークルや町内会で行なってい

る防犯パトロールなどの住民独自

の活動も活発です。移住促進事業

でも当別の町民に実際に触れ合わ

れて移住を決めた人もいます。

�����そういったことは札幌

市では見られないですね、札幌に近い

からこそ差別化を図ったことが受け

入れられると思います。例えば老人
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　昭和26年10月2日生

北海道企画振興部
地域振興・計画局市町村課参事
平成16年4月～18年3月
当別町助役
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　昭和27年3月26日生

　北海道企画振興部
　地域主権局次長　
　平成13年9月～16年3月
　当別町助役
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のコミュニティー作りを応援するよ

うな施策でも良い、町民が相互に扶

助、互助ができる”優しいまち当別”

をつくる。もし札幌の100人に1人が

このことに関心を持つことで1万8千

人もの人々が当別に目を向けること

になりますからね。

　良い意味で差別化することが、元気

のある町になります。

　話は変わりますが、都市部の人々と

それ以外の人々の行政サービスに対

する意識や考え方には違いがありま

すね。道内を見ていても、町村と比べ

ると都市部の方が、住民の負担が多い

傾向にあります。都会ではサービス

を求める場合はお金を負担するとい

う考え方が浸透してきていると思い

ますね。

����当別に住んで驚いたことは、

各町内の住民が自由に使えるような

立派な会館の維持費を町が負担して

いることです。

　これは他の自治体でもあまり例が

見られないことだと思いますね。

�����現在行なっている、当別独

自のサービスの見直しを行なわなけ

ればならないと思いますが、その際に

は何が必要だと思いますか。

����すぐに全てを変えてしまお

うとしても上手くは行きませんが、意

識改革の積み重ねが大切だと思いま

す。

　現在、何の負担が高く、何の負担が

少ないのかをきちんと情報公開し、住

民との納得の行く議論が必要になり

ます。その際には他の自治体の良い

サービスばかりを手本とするのでは

無く、当別の実情を見ること、知らせ

ることが重要ですね。

�����子育てを住民全体の協力

で行なうというファミリーサポート

システムはまさに補完性の考え方に

基づいた事業だし、アメリカで住民が

自分たちの身を守る為に保安官を

雇っていたことは、安全を自ら金で買

うという考え方だと思う。

　役場職員の意識改革のみならず、住

民の意識を変えることも重要になっ

てきていると思います。

　そして、事業の廃止の際には、ただ

やめるのでは無く、将来に何をするた

めの廃止なのかを整理して、長期的な

視点を持たないと、前向きな行政は行

うことが出来ないと思います。
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�����住民と行政との連携とい

う言葉が多用されていますが、これか

らは本当に住民の力がなくてはやっ

ていけないことが多いと思います。

����住民と行政とによる協働の

まちづくりには様々な手法や方策が

考えられると思いますが、まずは、住

民にまちの実態について、 詳 らかに情
つまび

報を開示し、住民が理解し、納得し、

協力をするという過程が大切で、住民

と行政との合意形成がなされないと

まちづくりは進みません。

�����道外の事例ですが、地元産

品の直売所で、高齢者が作った手作り

の大福餅が口コミで人気を呼び、生

産、販売に多くの高齢者が関わるよう

になり、高齢者の病気が激減したとい

う話があります。お年よりは多くの

知恵と経験を持っているので、行政が

うまくコーディネートしていけばま

ちづくりの良いパートナーになると

思いますね。

�����今、当別ではまちの賑わい

を創出しようと、まちの中心で眠って

いる駅前れんが倉庫を有効活用させ

るために、スウェーデンのパン釜づく

りなどの改装を行なっています。

　また来年は当別をＰＲして人を呼

び込む為に、スウェーデンレクサンド

市との姉妹都市提携20周年記念の節

目の年に開催する夏至祭を盛り上げ

ようと、6月に向けて各方面で準備を

しています。町内外の人々に当別町

を広くアピールしていきたいと考え

ています。

����当別に住んで知ったことの

一つに、イベントを企画したり、参加

する積極的な人が大勢いると感じま

した。当別町は住民パワーでこれか

ら益々発展する可能性があると感じ

ています。

�����私も同様な印象がありま

す。そのような人たちをスピーカー

として町の情報を発信できるとまち

づくりに弾みがつきますね。住民の

口コミで伝わることが信頼できる情

報になり、住民が一体となった、夢の

抱けるまちづくりができると思いま

す。

�����本日はありがとうござい

ました。これからも北海道という立

場から当別の応援をお願いします。
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